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編　集　後　記

「臨床神経学」の編集委員を担当してから，1年半以上
経過しました．それまでも時々査読を依頼されることはあ
りましたが，編集委員を担当してからは，数多くの論文に
触れる貴重な機会を得てきました．内容はどれも興味深い
報告が多いのですが，一方で，論文の体をなしていない報
告も散見されます．こんな時，共著者の指導医の先生方の
チェックをもう少し受けてから提出してもらえれば，と感
じることがあります．「臨床神経学」に投稿されるファー
ストオーサーの先生は，おそらく若い先生が多いと思いま
す．若い時にきちんとした論文の書き方を学んでおくこと
は非常に大切です．若い先生の情熱と意欲を是非良い形で
将来に結びつけていただきたい，そして，そのきっかけと
して「臨床神経学」を活用していただければと思います．
そのためにも，指導医の先生方の論文作成時のきめ細やか
なチェック，指導をお願いできればと思います．

ところで，論文を書くことにおっくうになっている先生
はおられないでしょうか？論文を書くことは，医師として
仕事をする上では必須ではありません．時間も労力もかか
りますので，そんな無駄なことは必要ない，と思われる若
い先生もおられるかもしれません．しかし，一つの症例か
ら学ぶことは非常に大きく，それを形にすることは非常に
意味のあることだと思います．そして，その症例を全国の
他の医師と共有することができます．また，症例報告を書
く際には，その症例に関わることをいろいろ調べてまとめ
ると思いますが，その過程は筋道を立てて考える勉強にも
なります．これは，必ず日常診療に活かされてくると思い
ます．小さな「気づき」を大切に育むことで，自分自身も
成長することが出来ます．多くの先生方からの日々の診療
での「気づき」の報告をお待ちしています．

 （新野　正明）


